
●
は
じ
め
に

キ
ュ
ー
バ
経
済
は
そ
の
対
外
貿
易
か
ら
大
き
な

影
響
を
受
け
て
き
た
。
対
外
貿
易
は
好
況
期
と
不

況
期
を
繰
り
返
し
、
キ
ュ
ー
バ
の
政
治
行
動
に
お

い
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

輸
出
品
目
が
単
一
の
生
産
物
に
過
度
に
集
中
し
て

い
る
一
方
で
、
輸
入
品
目
は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
、

そ
し
て
地
理
的
に
も
偏
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
、
こ

れ
ら
は
何
世
紀
に
も
わ
た
り
キ
ュ
ー
バ
の
対
外
貿

易
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

外
国
に
よ
る
支
配
の
た
め
に
キ
ュ
ー
バ
の
地
位

が
変
化
し
た
の
は
、
一
八
九
八
年
に
ス
ペ
イ
ン
の

植
民
地
支
配
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
と
き
が
始
ま

り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下

米
国
）
に
よ
る
支
配
が
一
九
○
二
年
か
ら
一
九
五

八
年
ま
で
続
い
た
。
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
の
発
展
は

一
九
五
九
年
に
社
会
主
義
国
と
し
て
始
ま
り
、
そ

の
対
外
経
済
関
係
は
一
九
九
○
年
ま
で
比
較
的
変

化
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
キ
ュ
ー
バ
の
経
済
モ
デ
ル
は
一
九
九

○
年
代
初
頭
に
急
変
し
た
。
主
と
し
て
対
外
関
係

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
経
済
危
機
が
発
生
し

た
時
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
キ
ュ
ー
バ
は
経
済
発

展
の
パ
タ
ー
ン
を
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

輸
出
入
部
門
の
相
対
的
比
重
を
縮
小
し
、
輸
出
構

造
を
特
定
の
産
品
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
し
、
対
外

貿
易
の
地
理
的
配
分
を
多
様
化
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

●
失
敗
し
た
キ
ュ
ー
バ
対
外
貿
易
の
変

革
の
試
み

一
九
五
九
年
一
月
一
日
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
政
府

が
政
権
に
就
い
て
か
ら
、
キ
ュ
ー
バ
経
済
は
大
き

な
変
革
の
苦
難
を
味
わ
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
で
活
動

し
て
い
た
外
国
企
業
は
国
有
化
さ
れ
、
さ
ら
に
そ

の
後
、
キ
ュ
ー
バ
人
所
有
の
企
業
も
接
収
さ
れ
た
。

さ
ら
に
一
九
六
一
年
、
対
外
貿
易
の
独
占
が
施
行

さ
れ
、
外
国
貿
易
省
が
設
立
さ
れ
た
。
キ
ュ
ー
バ

政
府
に
は
キ
ュ
ー
バ
経
済
の
対
外
関
係
の
特
徴
を

変
革
さ
せ
る
可
能
性
が
開
け
、
そ
の
目
標
が
政
府

の
主
要
な
指
導
者
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
宣
言
さ
れ

た
。キ

ュ
ー
バ
の
対
外
貿
易
が
大
き
く
変
化
し
た
の

は
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
が
米
国
資
産
に
影
響
を
与
え

る
政
策
を
取
っ
た
こ
と
に
対
し
、
米
国
が
強
く
反

発
、
一
九
六
一
年
、
米
国
が
キ
ュ
ー
バ
と
の
貿
易

の
禁
止
と
い
う
措
置
に
出
た
と
き
で
あ
る
。
米
国

政
府
は
同
時
に
、
キ
ュ
ー
バ
が
世
界
銀
行
や
国
際

通
貨
基
金
な
ど
国
際
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
得
る

こ
と
を
妨
げ
た
。
ま
た
同
時
に
、
右
に
述
べ
た
よ

う
な
措
置
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
ソ

連
、
そ
の
他
の
社
会
主
義
諸
国
と
の
関
係
が
確
立

さ
れ
た
。
ソ
連
は
短
期
間
の
う
ち
に
キ
ュ
ー
バ
の

主
要
貿
易
相
手
国
に
な
っ
た
。
両
国
の
つ
な
が
り

は
、
一
九
七
二
年
、
キ
ュ
ー
バ
が
主
要
社
会
主
義

国
の
経
済
組
織
だ
っ
た
経
済
相
互
援
助
会
議
（
コ

メ
コ
ン
）
の
加
盟
国
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
こ

と
で
強
化
さ
れ
た
。

社
会
主
義
諸
国
、
特
に
ソ
連
と
の
交
易
条
件
は

安
定
し
、
有
利
に
推
移
し
た
。
そ
し
て
キ
ュ
ー
バ

は
コ
メ
コ
ン
の
中
に
あ
っ
て
、
価
格
変
動
の
影
響

か
ら
免
れ
、
経
済
を
維
持
し
発
展
さ
せ
る
の
に
必

要
な
外
貨
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

キ
ュ
ー
バ
が
ソ
連
と
の
経
済
協
定
に
よ
っ
て
得

た
も
う
一
つ
の
利
点
は
、
ソ
連
か
ら
受
け
取
っ
た

石
油
の
余
剰
を
売
却
し
再
輸
出
す
る
許
可
だ
っ
た
。

こ
れ
は
三
○
億
ド
ル
以
上
の
外
貨
収
入
を
意
味
し
、

キ
ュ
ー
バ
に
と
っ
て
二
番
目
に
大
き
な
外
貨
獲
得

源
と
な
っ
た
。

コ
メ
コ
ン
と
の
つ
な
が
り
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
対

す
る
米
国
政
府
に
よ
る
経
済
封
鎖
の
圧
力
を
補
う

キ
ュ
ー
バ
の
対
外
経
済
関
係
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の
に
も
有
効
な
役
割
を
果
た
し
た
。
経
済
的
な
優

位
性
を
与
え
、
中
期
的
な
経
済
的
安
定
性
を
確
実

に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
コ
メ
コ
ン
内
部
に
お
け
る
国
際
分
業

体
制
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
対
外
貿
易
の
マ
イ
ナ
ス
の

側
面
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
機
構
内
で
確

立
し
て
い
た
国
際
分
業
に
し
た
が
っ
て
、
キ
ュ
ー

バ
は
主
と
し
て
砂
糖
、
ニ
ッ
ケ
ル
と
い
う
原
料
と

中
間
財
供
給
者
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
た
。

砂
糖
も
ニ
ッ
ケ
ル
も
精
製
は
他
の
社
会
主
義
国
で

行
わ
れ
、
キ
ュ
ー
バ
の
産
業
は
そ
れ
以
上
の
貿
易

に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。一

方
、
キ
ュ
ー
バ
の
貿
易
相
手
国
の
過
度
の
集

中
は
持
続
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ュ
ー
バ
経
済

は
一
九
八
九
年
ま
で
、
革
命
の
勝
利
以
前
に
米
国

に
依
存
し
て
い
た
の
と
同
じ
く
ら
い
、
ソ
連
に
依

存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
へ
の
依
存
は
、
以

前
の
米
国
へ
の
依
存
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

後
で
証
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
キ
ュ
ー
バ
経
済
を
同

じ
よ
う
に
脆
弱
な
状
態
に
と
ど
め
る
結
果
に
な
っ

た
。
一
九
六
五
年
に
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
対
外
貿
易

の
七
六
・
八
％
は
社
会
主
義
諸
国
と
の
間
の
も
の

で
、
一
九
八
九
年
に
は
こ
の
比
率
は
八
三
・
一
％

に
達
し
た
。
特
に
ソ
連
と
の
貿
易
は
、
一
九
六
五

年
に
キ
ュ
ー
バ
の
全
貿
易
の
四
八
・
○
％
か
ら
一

九
八
九
年
に
は
六
四
・
八
％
に
上
昇
し
た
。
こ
の

地
理
的
集
中
は
輸
出
、
輸
入
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ

た
。
一
九
八
九
年
の
キ
ュ
ー
バ
の
輸
入
は
六
○
％

が
ソ
連
か
ら
で
あ
り
、
輸
出
の
五
九
・
九
％
は
ソ

連
向
け
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
関
係
に
よ
っ
て
、
キ
ュ
ー
バ

の
対
外
貿
易
は
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
八
九
年
の

間
に
大
き
く
成
長
し
た
。
一
九
八
九
年
の
貿
易
量

は
一
九
五
九
年
水
準
の
一
○
倍
以
上
に
拡
大
し
た
。

キ
ュ
ー
バ
経
済
に
占
め
る
外
国
貿
易
の
比
重
も
こ

の
三
○
年
の
間
、
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
し
た
。

一
九
七
五
年
に
外
国
貿
易
の
比
重
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五

八
・
一
％
と
な
り
、
一
九
八
九
年
に
は
七
○
・
○

％
に
上
昇
し
た
。
一
九
八
九
年
の
輸
出
率
は
二
七

・
九
％
、
輸
入
率
は
四
二
・
一
％
で
、
革
命
後
の

期
間
と
し
て
は
最
高
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
伸
び
に
は
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
も
伴
っ
た
。
輸
入
の
伸
び
は
輸
出
の
伸

び
を
上
回
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
一
九
八
九
年
の
輸

入
は
一
九
五
九
年
に
較
べ
る
と
一
二
倍
に
な
っ
た

が
、
輸
出
は
同
九
倍
の
伸
び
だ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
期
間
の
ほ
と
ん
ど
の
年
に
お
い
て
貿
易

収
支
は
赤
字
傾
向
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
一

九
八
九
年
に
は
赤
字
は
全
外
国
貿
易
の
二
○
％
に

相
当
し
た
。
キ
ュ
ー
バ
政
府
は
輸
入
代
替
と
輸
出

促
進
策
を
と
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
た
い
し
た
結
果

を
生
ま
な
か
っ
た
。

輸
入
量
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
天
候
不
良
が
農

業
、
牧
畜
生
産
に
悪
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
あ
る

が
、
キ
ュ
ー
バ
経
済
の
非
効
率
性
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
。
特
に
食
料
品
に
関
し
て
そ
う
だ

っ
た
。
こ
の
三
○
年
の
間
に
農
業
と
畜
産
業
の
開

発
努
力
が
実
行
さ
れ
た
が
、
期
待
し
た
結
果
を
生

む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
食
料
品

が
輸
入
の
大
き
な
比
率
を
占
め
る
状
況
は
続
い
た
。

一
九
八
九
年
に
は
、
農
産
物
が
輸
入
の
一
二
・
二
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％
を
占
め
た
。
こ
れ
は
一
九
六
五
年
の
三
○
・
○

％
よ
り
は
低
い
が
、
キ
ュ
ー
バ
の
よ
う
な
農
業
国

と
し
て
は
高
い
水
準
で
あ
る
。
米
、
と
う
も
ろ
こ

し
、
食
肉
、
卵
な
ど
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
い
く
つ

か
の
産
品
は
、
生
産
効
率
が
も
っ
と
良
け
れ
ば
国

内
生
産
が
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
た
新
し
い
産
業
は

輸
入
へ
の
依
存
が
高
か
っ
た
。
繊
維
製
品
、
履
物
、

石
鹸
、
香
水
な
ど
の
業
界
の
輸
入
依
存
度
は
九
○

％
か
ら
一
○
○
％
だ
っ
た
こ
と
が
計
算
で
わ
か
る
。

包
装
、
印
刷
は
同
七
五
〜
一
○
○
％
だ
っ
た
。
非

伝
統
的
な
輸
出
商
品
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
政
府
が
進
め
た
政
策
も
、
キ
ュ
ー
バ
の
輸
出

構
成
の
多
角
化
に
は
あ
ま
り
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

砂
糖
は
依
然
と
し
て
輸
出
の
大
き
な
比
重
を
占
め

た
。
一
九
七
五
〜
一
九
八
九
年
の
間
、
砂
糖
は
キ

ュ
ー
バ
の
全
輸
出
の
七
七
・
八
％
を
占
め
た
。
タ

バ
コ
、
ラ
ム
酒
な
ど
そ
の
他
の
伝
統
的
輸
出
産
品

は
高
水
準
を
維
持
し
た
が
、
こ
の
期
間
の
輸
出
産

品
の
第
二
位
は
ニ
ッ
ケ
ル
で
、
全
輸
出
の
六
・
○

％
を
占
め
た
。
柑
橘
類
は
う
ま
く
輸
出
品
目
に
組

み
入
れ
ら
れ
、
一
九
八
八
年
に
は
全
輸
出
額
の
三

・
一
％
と
過
去
最
高
の
比
率
を
達
成
し
た
。
キ
ュ

ー
バ
の
貿
易
収
支
赤
字
の
た
め
同
国
の
対
外
債
務

は
年
々
増
え
、
一
九
八
六
年
に
は
対
外
支
払
い
の

停
止
を
宣
言
し
た
。
こ
の
た
め
に
、
将
来
の
対
外

借
入
が
困
難
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
外
国
か
ら
の

借
款
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
分
は
、
ソ
連
に
よ
る

低
利
融
資
で
部
分
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
革
命
か
ら
三
○
年
経
過

し
た
一
九
八
九
年
に
な
っ
て
も
、
キ
ュ
ー
バ
は
革

命
前
と
同
じ
経
済
問
題
と
弱
さ
を
抱
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
原
料
と
半
加
工
品
中
心
の
限

ら
れ
た
数
の
輸
出
産
品
に
依
存
し
、
広
範
な
種
類

の
商
品
を
輸
入
す
る
開
放
経
済
だ
っ
た
。
外
国
貿

易
に
お
け
る
過
度
の
地
理
的
集
中
と
巨
額
の
対
外

債
務
、
米
国
に
よ
る
経
済
封
鎖
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
一
層
の
困
難
が
キ
ュ
ー
バ
を
経
済
的
に
弱

い
状
況
に
置
い
た
。

●
一
九
九
○
年
代
の
経
済
危
機

一
九
九
○
年
代
の
最
初
の
数
年
間
、
キ
ュ
ー
バ

は
深
刻
な
経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
社
会
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
の
崩
壊
が
経
済
危
機
を

早
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
が
原
因
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
し
、
危
機
が
起
こ
っ
た
の
は
外
部

的
な
要
因
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
社

会
主
義
体
制
の
崩
壊
の
影
響
、
特
に
ソ
連
の
消
滅

に
よ
る
負
の
影
響
は
、
一
九
八
○
年
代
後
半
ま
で

に
キ
ュ
ー
バ
経
済
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
非
効

率
性
の
た
め
に
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に
な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
圏
市
場
が
姿
を
消
し

た
こ
と
が
キ
ュ
ー
バ
国
内
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響

は
、
即
座
に
現
れ
た
。
そ
れ
は
ソ
連
か
ら
の
燃
料

輸
入
が
低
下
し
た
こ
と
で
特
に
明
白
と
な
っ
た
。

ソ
連
か
ら
の
燃
料
は
一
九
八
八
年
に
は
一
二
○
○

万
〜
一
三
○
○
万
ト
ン
に
達
し
て
い
た
の
だ
が
、

一
九
九
三
年
に
は
約
三
○
○
万
ト
ン
に
落
ち
込
ん

だ
。
こ
う
し
た
状
態
は
、
工
場
の
閉
鎖
、
公
共
輸

送
の
縮
小
、
頻
発
す
る
停
電
な
ど
を
余
儀
な
く
さ

せ
、
工
業
部
門
を
壊
滅
さ
せ
、
キ
ュ
ー
バ
経
済
に

劇
的
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
経
済
危

機
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
も
反
映
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
三
年
の
間
に

三
五
・
一
％
縮
小
し
た
。
経
済
の
悪
化
は
、
特
定

の
経
済
部
門
の
動
向
と
同
じ
く
ら
い
に
世
界
経
済

に
よ
っ
て
影
響
を
こ
う
む
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

一
九
八
九
年
に
は
キ
ュ
ー
バ
の
全
貿
易
の
八
三

・
一
％
を
占
め
て
い
た
社
会
主
義
圏
諸
国
と
の
貿

易
は
一
九
九
三
年
に
は
二
九
・
八
％
に
落
ち
込
ん

だ
。
社
会
主
義
を
維
持
し
た
ア
ジ
ア
の
社
会
主
義

国
と
の
貿
易
量
も
減
少
し
た
。
経
済
的
困
難
が
原

因
だ
っ
た
場
合
（
ベ
ト
ナ
ム
と
北
朝
鮮
）
も
あ
れ

ば
、
中
国
と
の
貿
易
の
よ
う
に
、
キ
ュ
ー
バ
自
身

に
経
済
協
定
を
履
行
す
る
能
力
が
な
か
っ
た
た
め

減
少
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
外
国
貿

易
の
縮
小
は
一
九
九
○
年
に
始
ま
り
、
一
九
九
三

年
に
最
低
水
準
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
同
年
の
水

準
は
一
九
八
九
年
の
そ
れ
の
二
三
・
四
％
に
な
り
、

輸
出
は
同
二
一
・
○
％
、
輸
入
は
同
二
五
・
○
％

だ
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
は
、
主
要
輸
出
産
品
、
特
に

砂
糖
と
ニ
ッ
ケ
ル
の
市
場
、
主
要
商
品
の
供
給
源
、

そ
の
他
の
経
済
的
有
利
さ
を
失
っ
た
。
こ
の
新
た

な
状
況
は
、
一
九
九
二
年
の
ト
リ
チ
ェ
リ
法
に
よ

っ
て
強
化
さ
れ
た
米
国
に
よ
る
経
済
制
裁
の
影
響

を
強
め
る
こ
と
に
な
り
、
キ
ュ
ー
バ
型
経
済
モ
デ

ル
の
限
界
が
一
層
厳
し
く
な
っ
た
。

社
会
主
義
諸
国
と
の
貿
易
の
こ
う
し
た
状
況
は
、

生
産
基
盤
の
競
争
力
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
か
っ

た
。
キ
ュ
ー
バ
の
生
産
設
備
の
多
く
は
老
朽
化
し

て
お
り
、
質
的
水
準
は
国
際
市
場
の
要
求
を
満
た

せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
三
○
年
間
に
わ
た
り

キ
ュ
ー
バ
が
維
持
し
て
い
た
設
備
は
キ
ュ
ー
バ
が
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市
場
か
ら
求
め
ら
れ
る
弾
力
性
、
迅
速
さ
、
革
新

能
力
を
も
っ
て
市
場
参
入
す
る
う
え
で
障
害
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

キ
ュ
ー
バ
政
府
は
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
一

連
の
政
策
を
実
行
し
た
。
外
貨
を
獲
得
す
る
上
で

は
三
つ
の
特
別
の
措
置
が
大
き
な
効
果
を
発
揮
し

た
。
外
国
投
資
の
開
放
、
外
貨
（
主
と
し
て
米
ド

ル
）
の
所
持
合
法
化
、
そ
し
て
観
光
の
振
興
で
あ

る
。
外
国
投
資
の
受
け
入
れ
は
キ
ュ
ー
バ
が
産
業

の
技
術
水
準
を
近
代
化
し
、
キ
ュ
ー
バ
製
品
を
新

し
い
市
場
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

外
国
人
向
け
観
光
産
業
の
発
展
は
、
観
光
部
門
か

ら
の
需
要
に
応
え
る
た
め
の
多
様
な
生
産
活
動
を

復
活
さ
せ
た
。
ド
ル
所
持
の
合
法
化
は
海
外
に
住

む
親
族
か
ら
の
送
金
と
外
貨
店
の
開
設
を
促
し
、

国
内
通
貨
が
流
通
す
る
市
場
で
の
需
要
を
刺
激
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
軽
工
業
な
ど
経
済
の
重
要
な
部

門
の
発
展
を
促
し
た
。

キ
ュ
ー
バ
政
府
が
採
用
し
た
重
要
な
政
策
の
一

つ
は
、
全
国
人
民
権
力
議
会
に
よ
る
一
九
九
二
年

七
月
の
憲
法
修
正
だ
っ
た
。
承
認
さ
れ
た
修
正
の
一

つ
は
外
国
貿
易
省
に
よ
る
独
占
の
廃
止
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
外
国
貿
易
省
は
合
弁
事
業
を
含
む
諸
活
動

を
監
督
す
る
だ
け
と
な
り
、
多
く
の
キ
ュ
ー
バ
企

業
が
直
接
輸
出
入
に
携
わ
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
。

危
機
の
間
に
実
施
さ
れ
た
こ
れ
ら
主
要
な
施
策
は
、

キ
ュ
ー
バ
経
済
を
国
際
市
場
に
再
登
場
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
と
の
貿
易
が
増
え
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
米
州
諸
国
と
カ
リ
ブ
海
諸
国

は
キ
ュ
ー
バ
の
貿
易
相
手
国
と
し
て
重
要
で
な
か

っ
た
。
一
九
八
九
年
に
こ
れ
ら
地
域
と
の
貿
易
が

最
高
水
準
に
達
し
た
時
で
す
ら
、
キ
ュ
ー
バ
の
全

貿
易
に
占
め
る
比
率
は
五
・
六
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
三
年
に
は
、
こ
の

比
率
は
三
三
・
二
％
に
上
昇
し
た
。
な
か
で
も
カ

ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
の
貿
易
が
増

加
し
た
。
西
欧
諸
国
と
の
貿
易
も
増
え
、
キ
ュ
ー

バ
の
全
貿
易
に
占
め
る
比
率
は
一
九
八
九
年
の
八

・
五
％
か
ら
一
九
九
三
年
に
は
三
一
・
八
％
に
上

昇
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
で
も
同
様

な
動
き
が
み
ら
れ
、
シ
ェ
ア
は
一
九
八
九
年
の
五

・
七
％
か
ら
一
九
九
三
年
に
は
一
三
・
一
％
に
高

ま
っ
た
。
他
方
旧
社
会
主
義
諸
国
の
シ
ェ
ア
は
一

九
八
九
年
の
七
九
・
二
％
か
ら
一
九
九
三
年
の
一

九
・
七
％
へ
と
激
減
し
た
。
も
っ
と
も
、
ロ
シ
ア

共
和
国
は
引
き
続
き
キ
ュ
ー
バ
の
主
要
貿
易
相
手

と
し
て
残
り
、
シ
ェ
ア
は
一
五
・
四
％
を
維
持
し

た
。
主
と
し
て
同
国
へ
の
砂
糖
輸
出
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

●
経
済
回
復
と
対
外
部
門
の
変
化

一
九
九
四
年
、
キ
ュ
ー
バ
経
済
は
上
記
の
政
府

施
策
の
お
か
げ
で
一
九
九
○
〜
一
九
九
三
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
急
落
に
歯
止
め
を
か
け
、
成
長
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
対
外
貿
易
の
地
理
的
な
多
様

化
は
現
在
ま
で
成
功
裏
に
続
い
て
い
る
。
一
九
九

四
年
末
ま
で
に
、
キ
ュ
ー
バ
は
五
大
陸
一
○
九
カ

国
の
二
五
○
○
社
以
上
の
外
国
企
業
と
取
引
関
係

を
樹
立
、
維
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

六
○
○
社
以
上
の
貿
易
企
業
、
金
融
機
関
、
そ
の

他
の
企
業
が
キ
ュ
ー
バ
に
事
業
所
を
設
立
し
た
。
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公
式
統
計
が
入
手
可
能
な
最
新
年
で
あ
る
二
○
○

二
年
に
は
、
米
州
・
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
キ
ュ
ー
バ

全
貿
易
に
占
め
る
比
率
は
三
八
・
六
％
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
は
三
四
・
○
％
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
一
七

・
九
％
に
上
昇
し
た
。
旧
社
会
主
義
諸
国
の
シ
ェ

ア
は
七
・
四
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

一
九
九
九
年
、
キ
ュ
ー
バ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
大

打
撃
を
受
け
た
時
、
米
政
府
は
例
外
措
置
と
し
て
、

米
企
業
が
キ
ュ
ー
バ
に
食
料
と
医
薬
品
を
売
る
こ

と
を
許
可
し
た
。
し
か
し
、
キ
ュ
ー
バ
製
品
の
米

国
内
で
の
販
売
禁
止
は
続
け
た
。
こ
の
結
果
、
キ

ュ
ー
バ
は
革
命
以
後
の
時
期
と
し
て
は
初
め
て
米

国
か
ら
の
製
品
の
輸
入
を
行
い
、
輸
入
は
そ
の
後

毎
年
増
え
続
け
た
。
二
○
○
二
年
の
キ
ュ
ー
バ
の

主
要
貿
易
相
手
国
は
、
規
模
の
順
か
ら
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
（
シ
ェ
ア
一
三
・
五
％
）、
ス
ペ
イ
ン
（
一
二

・
七
％
）、
中
国
（
一
○
・
七
％
）、
カ
ナ
ダ
（
八

・
○
％
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
六
・
五
％
）、
ロ
シ
ア

（
六
・
四
％
）、
イ
タ
リ
ア
（
五
・
三
％
）、
フ
ラ

ン
ス
（
四
・
七
％
）、
メ
キ
シ
コ
（
三
・
七
％
）、

米
国
（
三
・
一
％
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
二
・
一
％
）

で
あ
る
。

キ
ュ
ー
バ
は
自
ら
も
そ
の
一
員
で
あ
る
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
自
由
貿
易
連
合
（
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
の
枠

組
み
の
中
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
部
分
的

な
範
囲
の
協
定
を
結
ん
で
い
た
。
こ
の
地
域
と
の

キ
ュ
ー
バ
の
も
う
一
つ
の
結
び
つ
き
は
カ
リ
ブ
共

同
体
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
で
あ
る
。
実
際
に
は

キ
ュ
ー
バ
は
一
二
○
カ
国
以
上
と
通
商
関
係
を
持

ち
、
外
国
貿
易
の
地
理
的
多
角
化
は
達
成
さ
れ
た
。

輸
出
品
目
の
多
角
化
に
関
し
て
は
、
主
た
る
課

題
は
全
輸
出
に
占
め
る
砂
糖
の
割
合
を
減
ら
す
こ

と
で
、
一
九
八
九
年
に
七
六
・
二
％
だ
っ
た
そ
の

比
率
は
二
○
○
二
年
に
は
わ
ず
か
三
一
・
四
％
に

ま
で
低
下
し
た
。
し
か
し
こ
の
状
況
は
他
の
輸
出

産
品
が
増
え
た
た
め
で
は
な
く
、
砂
糖
価
格
の
下

落
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
砂
糖

産
業
の
非
効
率
性
と
砂
糖
価
格
の
下
落
の
た
め
に
、

二
○
○
二
年
四
月
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
は
砂
糖
工
場

の
四
五
％
を
閉
鎖
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
二
○
○

二
年
の
砂
糖
輸
出
は
一
九
八
九
年
実
績
の
わ
ず
か

一
一
・
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
輸
出
が
減
少
し

た
他
の
品
目
に
は
柑
橘
類
が
あ
り
、
二
○
○
二
年

の
輸
出
は
一
九
八
九
年
水
準
の
五
・
三
％
と
最
低

を
記
録
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
輸
出
に
対
す

る
比
率
が
上
昇
し
、
数
量
も
金
額
も
増
え
た
品
目

も
あ
っ
た
。
セ
メ
ン
ト
、
タ
バ
コ
な
ど
で
あ
る
。

ニ
ッ
ケ
ル
は
数
量
的
に
は
か
な
り
増
加
し
た
が
、

価
格
の
下
落
の
た
め
金
額
的
に
は
低
迷
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
キ
ュ
ー
バ
の
輸
出
品
目
多
角
化

は
達
成
さ
れ
ず
、
付
加
価
値
の
高
い
財
輸
出
も
実

現
し
な
か
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
促
進
、
そ
の
分
野
が
キ
ュ
ー

バ
経
済
の
回
復
に
貢
献
す
る
可
能
性
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
た
が
、
医
薬
品
は
国
際
市
場
に
食
い
込
む

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
キ
ュ
ー
バ
の
輸
出
全
体
に

と
っ
て
は
取
る
に
足
ら
な
い
規
模
に
過
ぎ
な
い
。

輸
入
品
目
の
構
成
も
改
善
し
な
か
っ
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
消
費
財
が
輸
入
全
体
に
占
め
る
割
合

は
一
九
八
九
年
の
一
○
・
四
％
か
ら
二
○
○
二
年

に
は
一
四
・
九
％
に
上
昇
し
た
。
国
内
の
農
業
・

軽
工
業
生
産
は
、
国
民
の
需
要
や
観
光
部
門
、
国

内
の
外
貨
店
か
ら
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
か
ら
だ
。
消
費
財
以
外
の
品
目
の
輸
入

は
全
般
的
に
減
少
し
た
が
、
増
加
し
た
品
目
も
あ

る
。
増
加
率
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
の
は
砂
糖
で
、

国
内
の
生
産
が
低
水
準
だ
っ
た
た
め
に
、
輸
出
協

定
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
不
足
分
を

輸
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
八

九
〜
二
○
○
○
年
に
は
多
く
の
中
間
財
と
資
本
財

輸
入
も
減
少
し
た
。
工
業
部
門
へ
の
投
資
が
止
ま

っ
た
結
果
で
あ
る
。
化
石
燃
料
は
引
き
続
き
主
要

な
輸
入
品
目
で
、
二
○
○
二
年
に
は
キ
ュ
ー
バ
の

全
輸
入
の
二
○
％
を
占
め
た
が
、
一
九
八
九
年
の

三
二
・
二
％
か
ら
は
低
下
し
た
。
火
力
発
電
用
の

石
油
と
し
て
外
国
産
に
替
わ
る
国
内
石
油
の
生
産

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

キ
ュ
ー
バ
の
貿
易
量
は
一
九
八
九
年
の
水
準
よ

り
低
い
状
況
が
続
い
た
。
一
九
九
四
年
に
若
干
の

回
復
を
見
せ
た
が
、
二
○
○
二
年
の
水
準
は
一
九

八
九
年
の
四
○
・
九
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
落
ち

込
み
は
輸
入
よ
り
も
輸
出
に
お
い
て
激
し
く
、
貿

易
収
支
の
不
均
衡
も
続
き
、
二
○
○
二
年
の
赤
字

は
外
貨
準
備
高
の
四
○
・
三
％
に
達
し
た
。
キ
ュ

ー
バ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
お
け
る
貿
易
の
比
率
は
か
つ
て

な
い
水
準
に
低
下
し
、
二
○
○
二
年
に
は
一
八
・

○
％
と
な
っ
た
。
輸
出
の
比
率
は
四
・
六
％
、
輸

入
の
そ
れ
は
一
三
・
五
％
だ
っ
た
。
実
際
の
と
こ

ろ
、
キ
ュ
ー
バ
経
済
の
対
外
依
存
度
は
一
九
○
二

年
の
独
立
以
来
最
低
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
た
の

で
あ
る
。

対
外
債
務
も
増
え
続
け
て
お
り
、
経
済
を
圧
迫

す
る
主
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
六
年
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以
降
、
キ
ュ
ー
バ
は
交
換
可
能
通
貨
で
の
中
長
期

の
国
際
的
借
り
入
れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、

リ
ス
ク
の
高
い
短
期
借
り
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
が
キ

ュ
ー
バ
の
全
対
外
債
務
の
六
六
・
一
％
を
保
有
し

て
い
る
。
日
本
が
最
大
で
、
一
九
九
八
年
に
再
交

渉
の
た
め
の
合
意
が
成
立
し
た
。
イ
タ
リ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
と
も
合
意
が
で
き
て
い
る
。

し
か
し
、
キ
ュ
ー
バ
は
観
光
を
通
じ
て
新
た
な

外
貨
獲
得
源
を
得
た
。
観
光
は
最
近
で
は
キ
ュ
ー

バ
経
済
に
も
っ
と
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち
、

第
一
に
重
要
な
部
門
と
な
っ
て
い
る
。
非
常
に
旺

盛
な
拡
大
を
遂
げ
た
結
果
、
観
光
は
砂
糖
に
代
わ

っ
て
主
要
な
外
貨
獲
得
源
に
な
っ
た
。
二
○
○
二

年
に
は
、
観
光
と
そ
の
関
連
分
野
は
、
キ
ュ
ー
バ

の
全
輸
出
額
よ
り
も
多
く
の
外
貨
収
入
を
生
み
、

貿
易
収
支
の
赤
字
を
補
っ
て
い
る
。

●
キ
ュ
ー
バ
の
対
外
部
門
の
将
来

キ
ュ
ー
バ
は
よ
り
多
角
化
し
、
国
内
的
に
も
統

合
さ
れ
た
経
済
構
造
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
。

輸
入
の
相
対
的
比
率
を
減
じ
、
一
次
産
品
に
特
化

し
た
輸
出
構
造
か
ら
、
技
術
的
に
よ
り
高
度
な
製

造
業
製
品
を
含
む
も
の
へ
の
変
革
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
数
年
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
が
採
択
し
実
行
し

た
政
策
は
、
キ
ュ
ー
バ
経
済
の
対
外
部
門
に
お
け

る
変
化
が
継
続
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
か
な
り
の

確
か
さ
で
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ニ

ッ
ケ
ル
を
除
き
、
短
期
的
に
輸
出
量
が
増
え
る
見

通
し
は
な
い
。
ニ
ッ
ケ
ル
に
つ
い
て
は
、
中
国
と

カ
ナ
ダ
の
企
業
と
の
合
意
の
結
果
、
生
産
能
力
が

拡
大
し
て
お
り
、
短
期
の
う
ち
に
主
要
な
輸
出
品

目
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
キ
ュ
ー
バ
の
輸
出
は
中
期
的
に

は
緩
や
か
に
増
え
、
多
角
化
の
傾
向
を
た
ど
る
だ

ろ
う
が
、
ニ
ッ
ケ
ル
輸
出
の
比
重
が
高
ま
る
見
込

み
で
あ
る
。

反
対
に
、
砂
糖
生
産
の
回
復
は
ま
っ
た
く
見
込

め
ず
、
総
付
加
価
値
の
高
い
関
連
産
品
に
よ
っ
て

砂
糖
産
業
を
多
角
化
す
る
計
画
も
多
額
の
投
資
が

必
要
な
た
め
、
長
期
的
な
構
想
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ

う
。
キ
ュ
ー
バ
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
医
薬

品
産
業
で
立
派
な
発
展
を
達
成
し
た
が
、
こ
れ
ら

分
野
の
商
品
を
国
際
市
場
に
浸
透
さ
せ
る
に
は
通

常
長
い
時
間
が
か
か
り
、
短
期
的
に
は
重
要
な
外

貨
収
入
源
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
商
品
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に

進
出
し
て
お
り
、
米
国
の
研
究
所
を
含
む
い
く
つ

か
の
国
の
医
薬
品
商
社
と
の
合
意
の
締
結
と
い
う

有
望
な
兆
し
も
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
、
米
国
で
こ

れ
ら
の
製
品
を
生
産
す
る
合
弁
事
業
の
契
約
も
結

ば
れ
て
い
る
。

輸
入
の
状
況
は
違
う
。
化
石
燃
料
の
国
内
生
産

を
、
輸
入
に
頼
ら
な
く
て
も
よ
い
ほ
ど
増
加
さ
せ

る
の
は
、
長
期
的
に
の
み
可
能
だ
ろ
う
。
最
近
の

油
田
の
発
見
は
質
に
関
し
て
は
有
望
な
も
の
だ
が
、

時
間
と
巨
額
の
投
資
を
要
し
、
燃
料
輸
入
は
今
後

も
か
な
り
の
水
準
で
推
移
す
る
だ
ろ
う
。
キ
ュ
ー

バ
が
農
牧
業
生
産
を
改
善
し
、
消
費
財
輸
入
を
減

ら
す
た
め
に
、
工
業
分
野
で
必
要
な
技
術
の
近
代

化
を
達
成
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
中
期

的
な
見
通
し
も
立
っ
て
い
な
い
。
い
く
つ
か
の
農

産
物
の
生
産
は
増
え
て
い
る
が
、
一
方
で
、
肉
、

牛
乳
、
卵
な
ど
畜
産
物
の
生
産
は
減
少
し
て
い
る
。

二
○
○
四
年
末
に
同
時
に
締
結
さ
れ
た
中
国
お

よ
び
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
の
通
商
・
援
助
協
定
に
よ
っ

て
、
消
費
財
の
輸
出
入
が
今
後
さ
ら
に
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
近
い
将
来
増
加
す
る
の

は
輸
出
よ
り
は
輸
入
で
あ
り
、
輸
入
増
加
を
通
じ

て
キ
ュ
ー
バ
経
済
の
対
外
依
存
を
高
め
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
外
貨
収
入
の

主
要
な
源
泉
は
観
光
業
で
あ
り
、
医
学
・
教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
業
も
、
外

貨
獲
得
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
キ
ュ
ー
バ
の
貿
易
相
手
国
の
地
理
的

分
布
は
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
が
、
そ
の
状
況

が
将
来
も
続
く
か
ど
う
か
は
確
実
視
で
き
な
い
。

前
述
し
た
中
国
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
の
通
商
協
定
に

よ
り
、
両
国
の
貿
易
相
手
国
と
し
て
の
比
重
が
大

き
く
な
る
だ
ろ
う
が
、
特
に
中
国
と
の
貿
易
が
拡

大
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
ハ 

バ
ナ
大
学
経
済
学
部
助
教
授
／
監
修
＝
山

岡
加
奈
子
）
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